
 

 A Computer System for Forecasting Log Outputs in Accordance 

with Different Diameters from a Tmdomatsu Plantation 

Shuhei ISHIKO  Hirokazu KANNO 

 Shusaku NAKAMURAああああああ 

A computer system was developed for forecasting future log outputs in accordance with 

different diameters from a Tbdomatsu，Abies sachalinensis，plantation in Hokkaido．Main part 

of this system，based on Nobuyuki Abe's computer simulation of log outputs from a 

Todomatsu plantation，was programmed with the macro language of Lotus 1-2-3，a typical 

spreadsheet． 

In our output forecast table，wood volume available from thinned and regenerated trees per 

hectare was 734m3 for a site index（SI）of 16，613m3 for SI 14，442m3 for SI 12，and 309m3 for 

SI 10．Of all the output logs，however，those logs whose diameter was more than 30cm 

accounted for 35％ in SI 16，21％ in SI 14，5.7％ in SI 12，and only 0.1％ in SI 10. On the 

other hand，those logs whose diameter was less than 18cm accounted for 28％ in SI 16，34％ 

in SI 14，48％ in SI 12，and 66％ in SI 10. 

The use of the output forecast table will make it possible to estimate an annual log output 

in accordance with every diameter over a period of 80 years in SI's 16，14，and 12，and over a 

period of 70 years in SI 10. 
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阿部信行のコンピュータシミュレーション「トドマツ人工林のシステム収穫表」を基に，現有

トドマツ人工林の林齢別面積を入力することで，その林分から将来どのような径級の素材が，ど

の程度の量，出材されるかを予測するシステムを開発した。要約は以下のとおりである。 

本システムの主要部分は代表的な表計算ソフトであるロータス1-2-3のマクロコマンドで記 

述した。 

作成した予測テーブルでは，主・間伐木から生産可能な素材の材積は，ha当たり地位指数16，

14，12，10のそれぞれで734，613，442，309m3になる。その内，径級30cm以上の素材は地位16で 
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35％,14で21％，12で5.7％,10では僅か0.1％である。一方,18cm以下は28，34，48，66％とな
る。
　このテーブルを基に地位指数16,14,12については80年,地位指数10については70年まで径級
別に素材の出材量が予測できる。

  1．はじめに

  トドマツはカラマツと共に，北海道を代表する人工

造林樹種である。

　第1表にトドマツ・カラマツ造林の所有者別更新面

積の推移 (昭25～50年)を示したが，戦後の拡大造林

の中で昭和25～37年度くらいまでは,民有林を中心に

短伐期・小径木利用を主な目的として，成長の旺盛な

カラマツが積極的に植栽された。

　一方，移入樹種であるカラマツに，先枯れ病や野ネ

ズミ被害などの欠点が現れたことなどもあって，郷土

樹種の見直しが行われ，昭和31年以降トドマツは国・

道有林での主要な造林樹種になりカラマツを大きく凌

ぐようになった。

　第1図にトドマツ人工林の造林現況を示したが，3

～6齢級で68％を占めており，施業方法や地位にもよ

るが初期間伐年を17～22年位と仮定すれば，間伐対象

面積が圧倒的に多いことが分かる。

　所有者別では国・道有林で全体の70％になり，適正

な間伐が実施される可能性が高く，小・中径間伐木の

出材増が予測される。

　トドマツはカラマツと異なり北海道の天然郷土樹種

であり,大径天然木の蓄積も多く，道内の建築用材とし

てエゾマツと共に広く使用されている。人工林木の大

径材(特に36cm以上)は一般建築用材として，天然木と

一緒に販売されており使用に対して特に問題はない。

　しかし，トドマツの大径良質材を生産するためには，

　　　第1表　トドマツ・カラマツの所有者別造林更新面積の推移
Table１．Classified renewal area of Todomatsu and Karamatsu plantation　　　　（ha）
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　　　第1図　トドマツ人工林の造林地現況
　Fig.1．Resouces of artificial Todomatsu stand

長伐期（80年程度）で適度な間伐や枝打などの施業が
必要になるが，問題はカラマツと同様に間伐で大量に
出材される中・小径木の利用にある。中・小径木の利
用範囲はほぼカラマツ材と変わらないと考えられるの
で，中・小径材はカラマツ同様に量だけでなく，径級
別素材の出材が予測可能なら，製品市場と合わせた有
効な製品の組み合わせに役立つものと考えられる。
　しかし，素材の生産予測はあくまでも一つの例であ
り目安でしかないが，一定の前提条件を設定し，大胆
に径級別の素材生産予測を試みたので紹介する。

　2．本システムについて
  トドマツ問題を考えるために，行政サイドから出材
されるトドマツ素材の将来像を明らかにして欲しいと
の依頼を受け，阿部信行らによるコンピュータシミュ
レーション「トドマツ人工林のシステム収穫表」1）（以
下，収穫表プログラムと略す）を基にした，「トドマ
ツ人工林からの径級別素材出材予測システム」を作成
した。
　本システムは，現有トドマツ人工林の林齢別面積を
入力することで，その林分から将来どのような径級の
素材が，どのくらいの量，出材されるかを予測するシ
ステムである。

3．本システムの開発の流れ
3.1  本システムの基礎

　本システムの基礎となるものは，システム収穫表プ

ログラムである。

　システム収穫表プログラムでは，

　　  ・間伐方法を選択可能

　　　 （下層間伐，上層間伐，全層間伐，無間伐）

　　  ・自由な間伐設計が可能

　　　 （仕立てコース，設計コース）

　　  ・林分内の個体ごとの直径，樹高，材積の予測

　　　　が可能

　　  ・個体ごとに丸太本数と材積が予測可能

　以上のようなシステムとして作成されている。

　3.2　本システムでの予測前提条件

　径級別素材出材予測計算システムを作成するに当た

り，以下の項目を関係者と協議の上設定した。

　前提条件

・初期間伐前立木本数：2,400本/ha

・間伐方法　　　　　：全層間伐

・間伐設計　　　　　：中庸仕立て

　　　　　　　　　　　（間伐後Ry0.6）

・林分の地位指数　　：特Ⅰ等（SI16），

　　　　　　　　　　　Ⅰ等（14）,Ⅱ等（12）,

　　　　　　　　　　　Ⅲ等（10）の4区分

・地位指数別の主伐期：地位16,14,12は80年，

　　　　　　　　　　　地位10は70年
・各地位区分は第2図に示すとおり。
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第2図　上層木の平均樹高（林齢30年生時）と地位指数
Fig.2．Average height of upper-tree（at 30years
　　　 of forest age）and Site index

　3.3　収穫表プログラムの調整

　収穫表プログラムでは立木の初期発生のパラメータ

は疑似乱数によっているので，各間伐時の間伐対象立

木の樹高，胸高直径は計算するごとに異なる。

　また，全層間伐を選択した場合，間伐期における間

伐対象立木は，初期に発生させた立木に付けた通し番

号と，間伐期に発生させた乱数とが符合した番号で選

　第2表　主・間伐期別径級別主・間伐対象立木本数（本/ha）
Table 2．Number of thinned and regenarated trees（per hectare）
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定していること，以上2点の理由により計算値は毎回

異なり，間伐から主伐までの全体収穫量に若干差が出

てくる。林業サイドの立場にたてば，現実的なシミュ

レーションであるが，将来予測を試みるとき同一林分

であっても計算するごとに予測値が異なることにな

る。

　径級別素材生産量の予測テーブル（主・間伐期ごと

の1ha当たり径級別素材本数）を，できるだけ平準

化したもので作成するために以下の方法をとった。

  ・収穫表プログラム実行中，間伐対象立木の胸高直

　　径・樹高を出力させるように，プログラムの調整

　　を行った。

  ・コンピュータ内に発生する立木は，コンピュータ

　　のメモリー環境による制限から240個，すなわち

　  2,400本/haの1/10となっていることから,上

  　記調整プログラムを各地位指数ごとに10回計算さ

  第3図　プログラムの流れ
Fig.3．Flowing the program

第4図　メインメニュー
　Fig.4．Main menu
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　　せた。これを集計したものを1ha当たりの主・

　　間伐対象木とした（第2表）。

　3.4　径級別素材出材予測テーブルの作成

　前項で集計した1ha当たりの主・間伐対象立木か

ら，以下の条件で素材を得た。

　前提条件

　  ・伐根高さ0.3mで伐倒する。

　  ・最小末口径6cmまで採材する。

　  ・素材長は北海道で一般的な3.65m （伐採長

　　　3.7m）を基本とした。

　  ・3.65m材が採材できない部位においては2.73m

　　 （伐採長2.78m）が採材可能であれば，これを

　　　採材する。

　玉切り計算プログラムを作成上，樹幹形状の表現に

は収穫表プログラムに記述してある相対幹曲線をその

まま他言語に変換し，上記条件で各地位指数ごとに

2cm括約で得られる素材径の値を求め，各間伐・主伐

木のha当たりの径級別素材出材量を本数・材積につ

いて計算し，これを径級別素材出材予測テーブル(以

下，予測テーブルと略す）とした（第3－1，2表）。

　予測テーブルでは,主・間伐木から生産可能な素材

の材積は，ha当たり地位指数16，14，12，10のそれ

ぞれで734,613,442,309m3になる。その内，径級30cm

以上の素材は地位16で35％，14で21％，12で5.7％，

10ではわずか0.1％である。一方，18cm以下は28,34，

48，66％となる。

　4．本システムの概要

　本システムはシステムインストールプログラムと，

代表的な表計算ソフトであるロータス1-2-3のマク

ロで構成されている。ロータスのバージョンは，

R2.3Jで開発を行なっているために，これ以前のバー

ジョンでは,一部のマクロコマンドが使用できない(例

：system）。したがって，可能な限り2.3Jを用いる

ことが望ましい。また，対象マシンは NEC98 シリー

ズおよびその互換機である。

　4.1　本システムのメニュー構造

　本システムのメニュー構造は以下のとおりである

（第3図）。

　本システムを起動すると，第4図のメインメニュー

が表示される。

  ・主・間伐対象立木

　  主・間伐対象立木の形状，本数が表示される。

  ・素材テーブル

　  上記主・間伐立木から玉切りを行なった結果の，

　  径級別素材本数が表示される。

  ・予測計算

　  各々の地位について，あらかじめ以下のデータ

　　フォーマットに従って用意してある林分における

　  素材出材量が計算・表示される。

　4.2　データファイルの準備

　計算対象面積のファイルは以下の様式で用意してお

く必要がある。

　データファイル形式はMS-DOSのテキストファ

イルとする。

－　データフォーマット　－

   1行目･･･地位指数（16，14，12，10）

（2）(3）小数点以下は0のみ入力可
（4）全角入力は不可。
　2行目以降　　　 林齢1の面積
　　　　　　　　　林齢2の面積
　　　　　　　　　林齢3の面積

・1行1林齢面積のみの入力。
・林齢の面積が無い場合には改行を入れるか0を入
  力すること。
・最終林齢は80年までである。それ以下であれば，
  任意の林齢で入力終了しても構わない。なお,地
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　　　　　　　　　　第3表－2　主・間伐期別径級・長級別素材本数および材積（/ha）
  Table3－2．Number and volume of logs per hectare according to thinning and regenerating age
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位指数10については70年まで。
（3）全角入力は不可。半角のみ。
（4）（5）カンマで区切ってあると計算は正しく行な
われない。

保存ファイル名の形式

（2）ファイル名には拡張子を付けないこと。

　5．現実林分への対応
　トドマツの地位決定は，同一市町村でも場所・地形
によって大きく異なるなど，実際的にはかなり困難だ
といわれている。
　またこの予測テーブルでの計算は，現実の林分の過
去および将来の施業がテーブルの条件に一致している
ことが前提なので，予測値は一つの目安に過ぎないが，
北海道のトドマツ人工林径級別素材出材予測を，所有
形態別に行い，改めて報告する。

　6．おわりに
　迅速に行政要求に対応するために，ロータス1-2-
3上で動作するマクロシステムを作った。したがって，
ロータス1-2-3のない環境では動かすことができな

い。また，動作環境もメモリーが増設してあること，
かつ，かなり計算処理能力の高いマシンでないとなら
ないなどの問題を残しているが，すでに行政各単位で
これを用いてそれぞれ計算を行っている。
　本システムでは，現在存在する林齢別面積をもとに
素材生産量の予測を行なうものであり，将来予想され
る植林面積を設定しての計算はできない。今後これに
対応させていくことも検討したい。
　最後に，以下の方々に深く謝意を表したい。
　コンピュータシミュレーション「トドマツ人工林の
システム収穫表」作成の前北海道立林業試験場経営科
長阿部信行氏（現新潟大学農学部生産環境科学科森林
計測学研究室助教授）。また，LHA．EXE の吉崎栄泰
氏には「圧縮ツール」を，BU．COM の清水洋平氏に
は「バッチファイル支援ツール」を使用させていただ
いた。
　また，林産試験場性能部前田典昭構造性能科長，技
術部機械科八鍬明弘研究職員諸氏に厚く御礼申し上げ
る。
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